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Broad同mindedattitudes in the characters of classical comic story telling (RAKUGO) 
affection toward human beings 
Choroku KATSURA 
Faculty of Health Science， Departrnent of Child Science， Osaka Aoyama University 
Summary In this paper， characters of twelve classical RAKUGO stories (Myoban Detti， Sasaki Sabaki， 
Ikakeya， Doguya， Kohome， Aona， Umayak司ji，Toyotakeya， Showa Ninkyoden， Zenzai Kosha and Kappa no 
Sara) are analyzed. 
In this analysis， we can see broad-minded attitudes with love and emotional support for people， specially for 
ordinary people， described in the stories. In this regard， RAKUGO occupies an important place among the 
Japanese traditional performing arts. 






























































































































































































































カヤロウ !! J。こ こは大声の怒鳴りである。「金槌とい


































































































































































































































菜は食べてしま ってない，の酒落である O 旦さんもそれ





































































































































( 1 )昭和任侠伝 18)
任侠映画にはまり任侠の世界に憧れるが，まるで腕力




































































































































































































































































































































































づれ~J，山手書房， 昭和 56 年に詳しし、。
8)道具屋/1落語上方編・二代目桂春蝶」ビクタ ーから










































I ~ 、え五円でございます」 というのが本来の下げ。「公
社」として演じたのは米朝が最初。現在の下げは笑福
亭松之助によるものとされている。桂米朝 『上方落語
ノートJ.青蛙書房，昭和53年参照)
20)慰問/震災後，しばらくしてから神戸「しあわせの村」
を訪れた。「震災直後は色んな芸能人が来てくれたが
今はもうあまり来んようなってしもた。マスコミが取
り上げないと芸能人も冷たいもんや」と関係者の一人
が漏らしていた。こういった慰問は衣食住がとりあえ
ず満たされ，心にぽっかり穴が空き寂しい気持ちの時
にこそ頻繁に訪れるべきである。
21)河童の皿/ビクタ ー「二代目桂春蝶」に収録。放送作
家加納健男(故人)の作。
22)落語の登場人物には悪人がいない/桂米朝 「落語と
私』文春文庫，昭和61年.p.234参照
23)芸能スク ール/漫才ブームがピークを迎えた 1982年
に吉本芸能スク ールができ，以来師匠をもたぬノ ーブ
ランドと呼ばれるタレン卜がテレビの主流となった。
私も現在，放送芸術学院，大阪アニメ ーションスク ー
ルという俳優や声優，タレントなどを養成する学校に
出講している。
24)謡曲「藤戸」から得た見解/大蔵流狂言方安東伸元に
師事していてそこで多くのことを学んだ。安東は重要
無形文化財総合指定保持者。大和座狂言事務所を主宰
して，狂言師のみならず多くの舞台人に教育をし影響
を与えてきた。
25)能 「藤戸」の流派による演出の違い/観世流では竜神
はなぐさめられ成仏して海へ潜るが，下掛かりと言わ
れる流派では 「今回はこれで戻るがまた出てくるぞ」
という暗示的余韻を残して水底に消える。ここに何か
意図的なものが感じられる O
